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１．少子化時代の新しい学校の在り方を求めて 
 2004 年をピークに日本の人口が激減する時代を

迎え、全国で小規模校が激増する中、学校再編や学び

の質について議論されており、新しい学校の在り方が

求められている。 

 そこで、この岐阜市内の小規模校 3 校（方県小、網

代小、三輪北小）が１つの学園としてオンラインや対

面で教育活動を展開する新しい学校の形「小規模校３

校合同学園構想」の研究をスタートさせた。 

 

２．３校職員で共通理解したこと 
 本研究スタートに当たり、目指す方向性について次

の 3 点を 3 校職員で共通理解した。 

（１）オンライン授業を通して 

○ 多様な人柄や考え方に触れながら学びの質の向

上を目指す 

○ 専門教員が 3 校に授業提供することによる働き

方改革の実現 

（２）対面授業を通して 

○ 多様な人格を認め合い、信頼関係を構築 

○ 多人数で共に活動することの喜びの実感 

（３）教育 DX の実現 

 教育DXとは、この４つの学び方を児童や教員が「組

み合わせ自在」にすること 

 
 また、継続的な研究推進のために、毎月 1 回オンラ

イン職員会・学年会を位置付けることとした。 
オンライン学年会の様子 

 

３．研究の実際 
 小規模校が抱える課題として、多様な人柄や考え方

に触れる機会が少ないことにあり、対人関係能力や学

びの質を高めることが求められる。 

そこで、この課題解決のために、次の２点に取り組

むこととした。 

○３校合同オンライン授業 

○３校合同対面授業 

 

（１）３校合同オンライン授業 

 各教科、道徳、学級活動、保健指導、児童会、朝の

会等、全学年で学習内容や各学校の年間行事等を考慮

しながら、基本的な授業構造と ICT スキルを共通理解

して実践を進めていった。 

 
 

オンライン一斉授業の様子 

 
 

ブレイクアウトルームで意見交流する児童 

 

三輪北小映像 網代小映像 

方県小 



１年間の授業実施状況 

 
 

実際の授業例「５年生国語」 

 
  

授業実践を重ねていくと、３校の子供たちから、①

授業内容、②仲間とのかかわり、③学び方、④中学校

入学への気持ちについて次のとおり意見を聞くこと

ができ、大きな成果を感じることができた。 

 

 

 

 
  

また、養護教諭の専門分野を生かして、歯磨き指導

や性教育等を実施した。これにより質の高い授業提供

ができたことや職員の働き方改革にもつながること

を実感できた。 

 
 

（２）３校合同対面授業 

野外学習、修学旅行、社会見学は対面授業で実施し

た。子供たちは、オンライン授業で打ち合わせした計

画で活動しながら、互いの人柄や考え方に触れると共

に信頼関係を築くことができた。 

５年生の野外学習で３校の児童が自然の家でふれ

あい交流をしたとき、次のとおり感想を述べている。 

 
 

４．終わりに 
 私たちは、これまで実践したことがない新しい学校

の在り方にチャレンジし、まだまだ不十分なところを

感じつつも、大きな成果を子供の姿や意見から感じる

ことができた。 

 これは、職員一人一人が小規模校の課題をしっかり

把握し、当事者意識をもって教育を創造したからに他

ならない。チャレンジを恐れず、修正主義で取り組ん

だ３校の職員に感謝である。 

正解のない社会の問題解決は、私たちの学校現場に

も直面していることを感じつつ、この取組が日常化と

なるよう力を合わせて今後も教育を創造していきた

い。 


